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１　 緑色野菜中貯 蔵時 に赤変するものの代表とし てピ

ーマンを選び， クロロフィルとカロチノイド との相関性

を究明し よ うとし た。

2. 生 および凍結真空乾燥した線切りピ ーマンを，生

のものは30 ° C 恒温器と冷蔵庫中へ貯蔵し， 凍結真空乾

燥し たものは，室内貯蔵，缶内貯蔵，窒素ガ ス充填器内

貯 蔵し た検体について，常法に より液体カ ラムクロマト

法および分光分析法に よってそ の変動をしら べた。

3. 生ピ ーマ ンの30 ° C 貯蔵 のものは10 日目で完全に

カロチノイドのみ とな り，特に ネオ ツェアキサンチ ンが

激増し てい る。冷蔵庫貯蔵 のも のは ４週間 後のものでも



クロロフィルｂ の変動は ほとんどない が， クp  ロフ ィル

ａは減 少し てい る。 カロチノイ ドの変 動はあ まりみられ

ない。凍結真空乾燥ピ ーマンで は11週 間後のものでは，

室内貯蔵 の場 合クロ13フィルa,    b ともほとんど残 存し

てい ないが，缶内お よび 窒素ガス充填器 中貯 蔵の場合は

クロa フィルが50% 近 く残 存し てい る。一方 カロチノイ

ドは 缶内で100 ‰ 窒素ガス充填 器内 で80‰ 室内で15

％以上 の残 存率を示し た。
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